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　9 月６日、上菅の矢
田貝繁明さんが館長を
務める大山自然歴史館
で、大山の歴史と自然
を学んできました。
　大山寺は、3,000 人
の僧兵を抱え栄華を極めた鎌倉・室町期、日本最
大の牛馬市で賑わった江戸から明治、観光客が年
間 200 万人に達した昭和 40 年代。私が小学生
の頃は、大山寺でスキー板を借り、上の原スキー
場まで満員の送迎バスに乗った記憶があります。 
　金属光沢の美しい羽根を持つ「シジミチョウ」、
飛ぶ虫を捕食する名人「オオルリ」、赤く危険な
毒キノコ「カエンタケ」。大山は信仰の山として
崇められ、樹々の伐採が少なく自然が残り、動植
物や昆虫の宝庫となったようです。
　中上菅の皆さんと楽しく学んできました。
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伯耆国たたら顕彰会が長年続けてきた「ミニたたら
操業」によって生まれた「鉧

けら

」を使い、刀鍛冶の手
による短刀が完成しました。

全長 36cm、刃渡り 25.5cm の短刀全長 36cm、刃渡り 25.5cm の短刀

　製作いただいたのは、刀鍛冶の大橋悠史さ
ん（鳥取市）。大橋さんは、毎年秋に行われ
る「令和のふいご祭」で作られていた鉧

けら

が今
まで加工・製品化されていないことを知り、
「それならばその鉧

けら

で自分が短刀を作り、町
に寄贈したい」と、伯耆国たたら顕彰会から
鉧
けら

の提供を受け、自身の工房で製作しました。
　できあがった短刀は、9月に町へ寄贈い
ただき、10 月 24 日に開催される「第 13
回令和のふいご祭」でお披露目展示を行い
ます。
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女性相談支援員を女性相談支援員を
任命しました任命しました

「女性相談支援員」とは、困難な問題
を抱える女性への支援に関する法律
を根拠としたソーシャルワーカーで
す。DV（ドメスティックバイオレンス）
や虐待被害に関することだけでなく、
幅広い相談を受け付けながら、誰も
がここで住み続けられる町を考えて
いきます。 
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【問合せ先】役場健康福祉課（電話72-0334）
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部　門 審査結果 タイトル 名　前 所属または住所 学年

絵
　
画

小学生

下学年の部

最優秀賞 じいじとスピードをしたよ 　 生田　葵々 日野学園 1

優秀賞 きれいな花火 小早川裕深 日野学園 3

優秀賞 かぞくでディズニーにいったよ 田中愛眞音 日野学園 1

小学生

上学年の部

最優秀賞 父ちゃんと母ちゃんとジャンプ！ 世垣　郁　 日野学園 4

優秀賞 新かんせんを見たよ 長谷部紗世 日野学園 4

優秀賞 みんなで川遊び 　 世垣　葵 日野学園 6

作
　
文

小学生

下学年の部

最優秀賞 わたしのたんじょうび     三好　叶笑 日野学園 2

優秀賞 標語 鳥居　明光 日野学園 2

小学生

上学年の部

最優秀賞 私のお父さん 小谷哉杏菜 日野学園 5

優秀賞 「ただいま」「おかえり」のあたたかさ 宮田　愛子 日野学園 6

優秀賞 弟が喜んだ根雨まつりの花火 渡邊　敦斗 日野学園 4

中学生の部

最優秀賞 「道、とは」 佐藤　道子 日野学園 7

優秀賞 僕を支えてくれる家族 角一　維寿 日野学園 7

優秀賞 めいちゃんが楽しく過ごせるために 髙田　すず 日野学園 7

写
　
真

小学生

下学年の部

最優秀賞 大切な僕の兄弟 小谷　奏登 日野学園 3

優秀賞 プールだいすき！ 飯田ひなの 日野学園 1

優秀賞 わたしのおとうさん 遠藤　雅代 日野学園 1

中学生の部

最優秀賞 月 池平　絆佳 日野学園 9

優秀賞 風のブランコ 川上　のあ 日野学園 8

優秀賞 夏祭りにて 山田　愛莉 日野学園 8

一般の部

最優秀賞 はみがきは、イヤだ！ 三島　陽子 黒坂 －

優秀賞 仲間に入れて☆ 小谷　知佳 上菅 －

優秀賞 おにいちゃん、ぬれるで。 緒形　崇子 根雨 －

各部門入賞者一覧

　日野町青少年育成会では、毎月第 3日曜日を『家庭の日』として普及活動に取り組んでいます。
　家族をテーマにした作品を募集し、絵画の部に 18点、作文の部に 45点、写真の部に 21点の合計 84点
の応募がありました。たくさんのご応募、ありがとうございました。厳正な審査の結果、入賞された皆さまを
ご紹介します。
　表彰式のご案内：入賞された皆さまへの表彰式を、12月 5日（土）、日野学園わくわくホールで開催する「生
涯学習フォーラム」にて行います。

令和 8 年度『家庭の日』作品募集  審査結果


